
▼
湘
南
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

湘
南
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

愛
好
会
例
会

愛
好
会
例
会

　

６
月

　

６
月
2626
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
木
野
雅
之
と
仲

ラ
ホ
ー
ル
。
木
野
雅
之
と
仲

間
達
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
弦

間
達
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
弦

楽
五
重
奏
曲
ニ
長
調
Ｋ
５
９

楽
五
重
奏
曲
ニ
長
調
Ｋ
５
９

３
」な
ど
。４
千
円
。☎
０
４

３
」な
ど
。４
千
円
。☎
０
４

６
・
８
７
２
・
１
９
６
３

６
・
８
７
２
・
１
９
６
３

▼
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ス 

オ
マ
ー
ジ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

オ
マ
ー
ジ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
３
日

　

７
月
３
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ソ
プ
ラ

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ソ
プ
ラ

ノ
・
村
田
望
さ
ん
、バ
リ
ト
ン

ノ
・
村
田
望
さ
ん
、バ
リ
ト
ン

・
竹
村
淳
さ
ん
で「
マ
イ
・
フ

・
竹
村
淳
さ
ん
で「
マ
イ
・
フ

ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」な
ど
か
ら
。

ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」な
ど
か
ら
。

３
千
円
。
ス
タ
ジ
オ

３
千
円
。
ス
タ
ジ
オ 

エ
ス
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
☎

ポ
ワ
ー
ル
☎
2222
・
１
７
５
９

・
１
７
５
９

ひ
と
夜
さ
を
照
葉
樹
林
を
抱
き
た
る

ひ
と
夜
さ
を
照
葉
樹
林
を
抱
き
た
る
腕か

ひ
な

か
ひ
な

ほ
ど
き
て
朝
霧
の
ぼ
る

ほ
ど
き
て
朝
霧
の
ぼ
る

 

津　

島　
　

晃
子

津　

島　
　

晃
子

　

叙
景
歌
は
平
板
に
な
り
が
ち
だ
が
、
「

　

叙
景
歌
は
平
板
に
な
り
が
ち
だ
が
、
「
腕か

ひ
な

か
ひ
な

ほ
ど
き
て
」
と
い
う

ほ
ど
き
て
」
と
い
う

比
喩
が
効
果
的
。

比
喩
が
効
果
的
。

魚
屋
に
並
べ
ら
れ
た
る
金
眼
鯛
大
き
目
を
張
り
光
を
放
つ

魚
屋
に
並
べ
ら
れ
た
る
金
眼
鯛
大
き
目
を
張
り
光
を
放
つ

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

日
常
か
ら
掬
っ
た
素
材
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
。

　

日
常
か
ら
掬
っ
た
素
材
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
。

後
追
い
を
す
る
子
は
こ
の
春
入
園
か
置
き
行
く
母
に
も
試
練
の
四

後
追
い
を
す
る
子
は
こ
の
春
入
園
か
置
き
行
く
母
に
も
試
練
の
四

月 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

　

出
会
い
も
別
れ
も
あ
る
四
月
の
様
子
を
鮮
や
か
に
詠
ん
で
い
る
。

出
会
い
も
別
れ
も
あ
る
四
月
の
様
子
を
鮮
や
か
に
詠
ん
で
い
る
。

魯
山
人
い
ふ
「
器
は
料
理
の
着
物
な
り
」
加
賀
懐
石
の
五
彩
あ
ざ

魯
山
人
い
ふ
「
器
は
料
理
の
着
物
な
り
」
加
賀
懐
石
の
五
彩
あ
ざ

や
か
や
か 

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

ひ
と
り
居
の
朝
餉
の
卓
に
那
珂
川
の
鮎
の
甘
露
煮　

さ
あ
召
し
上

ひ
と
り
居
の
朝
餉
の
卓
に
那
珂
川
の
鮎
の
甘
露
煮　

さ
あ
召
し
上

が
れ
が
れ 

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

涙
せ
ず
笑
顔
み
せ
よ
と
ハ
ン
カ
チ
の
花
び
ら
一
枚
き
み
に
贈
ら
む

涙
せ
ず
笑
顔
み
せ
よ
と
ハ
ン
カ
チ
の
花
び
ら
一
枚
き
み
に
贈
ら
む

 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

亡
き
母
の
愛
で
し
牡
丹
の
う
す
桃
に
と
び
き
り
の
笑
顔
が
思
ひ
出

亡
き
母
の
愛
で
し
牡
丹
の
う
す
桃
に
と
び
き
り
の
笑
顔
が
思
ひ
出

さ
る
る

さ
る
る 

横
須
賀
市　

鈴
木　

泰
子

横
須
賀
市　

鈴
木　

泰
子

桜
に
は
道
も
川
な
り
風
吹
け
ば
さ
あ
つ
と
流
る
る
な
に
と
や
呼
ば

桜
に
は
道
も
川
な
り
風
吹
け
ば
さ
あ
つ
と
流
る
る
な
に
と
や
呼
ば

む 

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

丹
頂
の
夫
婦
仲
良
き
湿
原
に
一
声
鳴
き
て
二
鳴
き
返
す

丹
頂
の
夫
婦
仲
良
き
湿
原
に
一
声
鳴
き
て
二
鳴
き
返
す

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

風
さ
ほ
ど
強
く
も
な
き
に
音
立
て
て
余
花
に
別
れ
の
雨
ひ
と
し
き

風
さ
ほ
ど
強
く
も
な
き
に
音
立
て
て
余
花
に
別
れ
の
雨
ひ
と
し
き

り 

横
浜
市
金
沢
区　

岩
澤　

正
春

横
浜
市
金
沢
区　

岩
澤　

正
春

八
十
路
に
て
楽
し
く
あ
ら
な
と
花
見
す
る
老
い
の
集
ひ
に
苑
賑
は

八
十
路
に
て
楽
し
く
あ
ら
な
と
花
見
す
る
老
い
の
集
ひ
に
苑
賑
は

ひ
ぬ
ひ
ぬ 

寺
分　

田
中　

快
昌

寺
分　

田
中　

快
昌

押
し
花
の
矢
車
草
は
空
の
青　
　
　
　
　

材
木
座　

有
野　

冬
花

押
し
花
の
矢
車
草
は
空
の
青　
　
　
　
　

材
木
座　

有
野　

冬
花

　

押
花
に
し
て
も
矢
車
草
の
青
は
空
の
色
だ
。
美
し
い
句
。

　

押
花
に
し
て
も
矢
車
草
の
青
は
空
の
色
だ
。
美
し
い
句
。

馬
つ
こ
と
民
話
の
里
の
麦
の
秋　
　
　
　
　

笹
目　

出
蔵
か
お
る

馬
つ
こ
と
民
話
の
里
の
麦
の
秋　
　
　
　
　

笹
目　

出
蔵
か
お
る

　

遠
野
物
語
中
の
馬
っ
子
で
あ
る
。　

麦
の
秋
が
季
語
。

　

遠
野
物
語
中
の
馬
っ
子
で
あ
る
。　

麦
の
秋
が
季
語
。

菖
蒲
湯
に
ま
た
ひ
と
と
せ
の
願
ひ
こ
め　
　

腰
越　

大
川　

昭
子

菖
蒲
湯
に
ま
た
ひ
と
と
せ
の
願
ひ
こ
め　
　

腰
越　

大
川　

昭
子

　

五
月
五
日
に
菖
蒲
の
葉
を
入
れ
た
風
呂
。ま
た
元
気
で
い
よ
う
。

　

五
月
五
日
に
菖
蒲
の
葉
を
入
れ
た
風
呂
。ま
た
元
気
で
い
よ
う
。

鯉
の
ぼ
り
そ
の
日
の
風
に
逆
ら
は
ず　
　
　

笛
田　

上
田　

満
喜

鯉
の
ぼ
り
そ
の
日
の
風
に
逆
ら
は
ず　
　
　

笛
田　

上
田　

満
喜

　

鯉
の
ぼ
り
は
そ
の
日
そ
の
日
の
風
ま
か
せ
。
楽
し
い
句
。

　

鯉
の
ぼ
り
は
そ
の
日
そ
の
日
の
風
ま
か
せ
。
楽
し
い
句
。

風
わ
た
る
代
田
の
空
の
広
さ
か
な　
　
　
　

大
船　

添
田　

洋
子

風
わ
た
る
代
田
の
空
の
広
さ
か
な　
　
　
　

大
船　

添
田　

洋
子

　

代
田
に
映
っ
て
い
る
空
で
あ
る
。
夢
が
あ
っ
て
い
い
。

　

代
田
に
映
っ
て
い
る
空
で
あ
る
。
夢
が
あ
っ
て
い
い
。

皮
脱
ぎ
て
竹
の
一
幹
瑞
瑞
し　
　
　
　
　
　

腰
越　

近
藤　

源
司

皮
脱
ぎ
て
竹
の
一
幹
瑞
瑞
し　
　
　
　
　
　

腰
越　

近
藤　

源
司

　

竹
の
皮
脱
ぐ
が
季
語
。
音
が
し
て
落
ち
た
後
の
瑞
瑞
し
い
竹
。

　

竹
の
皮
脱
ぐ
が
季
語
。
音
が
し
て
落
ち
た
後
の
瑞
瑞
し
い
竹
。

卯
の
花
の
雨
や
遺
品
の
整
理
す
る　
　
　
　

鵠
沼　

一
色
千

卯
の
花
の
雨
や
遺
品
の
整
理
す
る　
　
　
　

鵠
沼　

一
色
千
穗
子

弱
き
と
き
薔
薇
を
厭
ひ
し
こ
と
も
あ
り　
　

玉
縄　

篠
田　

祥
子

弱
き
と
き
薔
薇
を
厭
ひ
し
こ
と
も
あ
り　
　

玉
縄　

篠
田　

祥
子

青
き
踏
む
杖
の
足
ど
り
覚
束
か
な　
　
　

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

青
き
踏
む
杖
の
足
ど
り
覚
束
か
な　
　
　

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

内
祝
お
し
頂
き
て
春

内
祝
お
し
頂
き
て
春
灯と

も
し

と
も
し　

　
　
　
　
　
　

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

　
　
　
　
　
　
　

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

母
の
句
を
五
月
の
空
に
口
ず
さ
む　
　
　
　

小
町　

田
中
小
百
合

母
の
句
を
五
月
の
空
に
口
ず
さ
む　
　
　
　

小
町　

田
中
小
百
合

初
夏
の
空
夕
月
を
待
つ
星
ひ
と
つ　
　
　

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

初
夏
の
空
夕
月
を
待
つ
星
ひ
と
つ　
　
　

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

葉
桜
や
平
素
に
戻
る
駐
在
所　
　
　
　

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

葉
桜
や
平
素
に
戻
る
駐
在
所　
　
　
　

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

菖
蒲
湯
や
連
れ
立
っ
て
ゆ
く
露
地
暮
し　
　

常
盤　

片
岡　

和
子

菖
蒲
湯
や
連
れ
立
っ
て
ゆ
く
露
地
暮
し　
　

常
盤　

片
岡　

和
子

塩
む
す
び
食
べ
き
っ
て
ま
た
野
草
摘
む　

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

塩
む
す
び
食
べ
き
っ
て
ま
た
野
草
摘
む　

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

耳
遠
き
夫
に
初
音
は
言
は
ず
置
き　
　
　
　

植
木　

風
見　

玲
子

耳
遠
き
夫
に
初
音
は
言
は
ず
置
き　
　
　
　

植
木　

風
見　

玲
子

車
止や

め
歩
み
て
気
づ
く
野
藤
か
な　

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

め
歩
み
て
気
づ
く
野
藤
か
な　

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

▼
中
村
天
風
心
身
統
一

中
村
天
風
心
身
統
一

法
鎌
倉
講
習
会

法
鎌
倉
講
習
会

　

６
月

　

６
月
1111
日
1414
時
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

時
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

江
ノ
島
ニ
ュ
ー
向
洋
。
山
下

江
ノ
島
ニ
ュ
ー
向
洋
。
山
下

晃
司
さ
ん
の
「
心
が
変
わ
れ

晃
司
さ
ん
の
「
心
が
変
わ
れ

ば
人
生
が
変
わ
る
」
。
千

ば
人
生
が
変
わ
る
」
。
千

▼
第
5959
回
逗
子
海
岸
花
火
大
会

回
逗
子
海
岸
花
火
大
会

　

６
月
３
日

　

６
月
３
日
1919
時
半
〜

時
半
〜
2020
時

円
。
天
風
会
鎌
倉
賛
助
会
☎

円
。
天
風
会
鎌
倉
賛
助
会
☎

4444
・
４
４
６
１

・
４
４
６
１

▼
講
演
会「
世
界
一
の
映
画

講
演
会「
世
界
一
の
映
画

館
と
日
本
一
の
フ
ラ
ン
ス
料

館
と
日
本
一
の
フ
ラ
ン
ス
料

理
店
が
あ
っ
た
街

理
店
が
あ
っ
た
街 

酒
田
」

酒
田
」

　

６
月

　

６
月
2525
日
1414
時
、
腰
越
学

時
、
腰
越
学

習
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
ノ
ン

習
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
岡
田

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
岡
田

芳
郎
さ
ん
。
鎌
倉
市
教
委
主

芳
郎
さ
ん
。
鎌
倉
市
教
委
主

催
。
無
料
。

催
。
無
料
。
1111
日
ま
で
に
往

日
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

復
ハ
ガ
キ
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

申
込
。
☎

申
込
。
☎
3333
・
０
７
１
２

・
０
７
１
２

▼
講
演
会
「
認
知
症
に
な

講
演
会
「
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」

　

６
月

　

６
月
2525
日
1313
時
、
東
京
・

時
、
東
京
・

虎
ノ
門
の
日
本
消
防
会
館
。

虎
ノ
門
の
日
本
消
防
会
館
。

来
年
４
月
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
（
国
際

来
年
４
月
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
（
国
際

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
）

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
）

国
際
会
議
を
前
に
、
声
優
・

国
際
会
議
を
前
に
、
声
優
・

大
山
の
ぶ
代
さ
ん
の
夫
で
俳

大
山
の
ぶ
代
さ
ん
の
夫
で
俳

優
の
砂
川
啓
介
さ
ん
の
介
護

優
の
砂
川
啓
介
さ
ん
の
介
護

体
験
の
講
演
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

体
験
の
講
演
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
と
の
対
談
。
千
円
。
要

院
長
と
の
対
談
。
千
円
。
要

申
込
。
朝
日
新
聞
厚
生
文
化

申
込
。
朝
日
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
「
認
知
症
」
係
☎

事
業
団
「
認
知
症
」
係
☎
0303

・
５
５
４
０
・
７
４
４
６

・
５
５
４
０
・
７
４
４
６

▼
連
続
講
座
「
鎌
倉
の
文

連
続
講
座
「
鎌
倉
の
文

化
財
、そ
の
価
値
と
魅
力
」

化
財
、そ
の
価
値
と
魅
力
」

　

６
月

　

６
月
2626
日
1010
時
、
浄
光
明

時
、
浄
光
明

寺
。
第
４
回
「
や
ぐ
ら
の
広

寺
。
第
４
回
「
や
ぐ
ら
の
広

が
り
」
を
テ
ー
マ
に
浄
光
明

が
り
」
を
テ
ー
マ
に
浄
光
明

寺
の
や
ぐ
ら
見
学
と
研
究
報

寺
の
や
ぐ
ら
見
学
と
研
究
報

告
。
無
料
。

告
。
無
料
。
1515
日
ま
で
に

日
ま
で
に
℻  ℻  

で
申
込
。
市
歴
史
ま
ち
づ
く

で
申
込
。
市
歴
史
ま
ち
づ
く

り
推
進
担
当

り
推
進
担
当
℻  ℻  
2323
・
１
０
８

・
１
０
８

５
☎
５
☎
6161
・
３
８
４
９

・
３
８
４
９

▼
教
養
セ
ン
タ
ー
の
夏
期
講
座

教
養
セ
ン
タ
ー
の
夏
期
講
座

　

７
月

　

７
月
1919
〜
2222
日
1010
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
講

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
講

師
は
落
語
家
・
桂
歌
助
、
日

師
は
落
語
家
・
桂
歌
助
、
日

体
大
体
育
学
部
長
・
具
志
堅

体
大
体
育
学
部
長
・
具
志
堅

幸
司
さ
ん
ら
。
鎌
倉
在
住
の

幸
司
さ
ん
ら
。
鎌
倉
在
住
の

6060
歳
以
上
で
全
４
回
出
席
で

歳
以
上
で
全
４
回
出
席
で

き
る
人
。
資
料
代
百
円
。
８

き
る
人
。
資
料
代
百
円
。
８

日
ま
で
に
申
込
。
教
養
セ
ン

日
ま
で
に
申
込
。
教
養
セ
ン

タ
ー
☎

タ
ー
☎
3232
・
１
２
２
１

・
１
２
２
１

1515
分
、
逗
子
海
岸
。
７
千

分
、
逗
子
海
岸
。
７
千

発
。
翌
４
日
９
〜

発
。
翌
４
日
９
〜
1010
時
、
中

時
、
中

央
ト
イ
レ
付
近
で
海
岸
清
掃

央
ト
イ
レ
付
近
で
海
岸
清
掃

も
。
荒
天
時
は
４
日
に
延
期

も
。
荒
天
時
は
４
日
に
延
期

（
清
掃
中
止
）
。
逗
子
市
観

（
清
掃
中
止
）
。
逗
子
市
観

光
協
会
☎
０
４
６
・
８
７
３

光
協
会
☎
０
４
６
・
８
７
３

・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
鎌
倉
中
央
公
園
の
催
し

鎌
倉
中
央
公
園
の
催
し

　

▽

　

▽
ミ
ニ
園
芸
教
室

ミ
ニ
園
芸
教
室
６
月
４

６
月
４

・
1111
・
1212
・
1818
・
1919
・
2525
日

1010
時
半
。
▽

時
半
。
▽
自
然
観
察
会

自
然
観
察
会
1919

日
1313
時
半
。
各
無
料
。
市
公

時
半
。
各
無
料
。
市
公

園
協
会
☎

園
協
会
☎
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

　

▽

　

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
６
月
４
日
十
二
所
果
樹

６
月
４
日
十
二
所
果
樹

園
、
園
、1111
日
東
勝
寺
跡
。要
申

日
東
勝
寺
跡
。要
申

込
。▽
込
。▽
梅
の
実
即
売
会

梅
の
実
即
売
会
５
日
５
日

1010
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。同
会
☎

タ
ー
。同
会
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
海
体
験

海
体
験
６
月
４
日
由
比

６
月
４
日
由
比

ガ
浜
海
岸
。
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

ガ
浜
海
岸
。
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

カ
ヌ
ー
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン

カ
ヌ
ー
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン

グ
な
ど
。
千
円
。
▽

グ
な
ど
。
千
円
。
▽
て
ら
ハ

て
ら
ハ

ウ
ス
ウ
ス
1111
・
1818
日
大
船
の
千
里

日
大
船
の
千
里

ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

び
。
千
円
。
▽

び
。
千
円
。
▽
陶
芸
体
験

陶
芸
体
験
1212

日
河
村
喜
史
さ
ん
宅
。
２
千

日
河
村
喜
史
さ
ん
宅
。
２
千

円
。
▽

円
。
▽
郷
土
散
策

郷
土
散
策
1919
日
大
船

日
大
船

エ
リ
ア
。
講
師
は
大
貫
昭
彦

エ
リ
ア
。
講
師
は
大
貫
昭
彦

さ
ん
。
千
円
。
▽

さ
ん
。
千
円
。
▽
朗
読
体
験

朗
読
体
験

2626
日
円
覚
寺
塔
頭
。
講
師
は

日
円
覚
寺
塔
頭
。
講
師
は

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
中
里
貴
子

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
中
里
貴
子

さ
ん
。
千
円
。
小
中
学
生
と

さ
ん
。
千
円
。
小
中
学
生
と

保
護
者
。
☎

保
護
者
。
☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

　

Ａ
は
な
し
ょ
う
ぶ
を
楽
し

Ａ
は
な
し
ょ
う
ぶ
を
楽
し

も
う
も
う
６
月
６
月
1212
日
1313
時
半
。

時
半
。
Ｂ

ベ
ゴ
ニ
ア
の
楽
し
み
方

ベ
ゴ
ニ
ア
の
楽
し
み
方
1919
日

1313
時
半
。

時
半
。
Ｃ
花
を
咲
か
せ

Ｃ
花
を
咲
か
せ

る
洋
ラ
ン
栽
培

る
洋
ラ
ン
栽
培
2222
日
1313
時

半
。
半
。
Ｄ
色
鉛
筆
植
物
画
入
門

Ｄ
色
鉛
筆
植
物
画
入
門

「
夏
」

「
夏
」
７
月
７
月
2323
日
1010
時
・
時
・
1313

時
半
。
２
千
円
。

時
半
。
２
千
円
。
Ａ
〜
Ｃ
は

当
日
受
付
、
無
料
。

当
日
受
付
、
無
料
。
Ｄ
は
3030

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
5858
・
１
４
７
３

・
１
４
７
３

▼
イ
ワ
ガ
ラ
ミ

イ
ワ
ガ
ラ
ミ

　

東
慶
寺

東
慶
寺
６
月
１
〜

６
月
１
〜
1212
日

（
不
定
休
）平
日

（
不
定
休
）平
日
1111
〜
1212
時
・
時
・

1313
〜
1414
時
、土
日
９
〜

時
、土
日
９
〜
1010
時
。
時
。

▼
ポ
ピ
ー
・
ネ
モ
フ
ィ
ラ

ポ
ピ
ー
・
ネ
モ
フ
ィ
ラ

　

く
り
は
ま
花
の
国

く
り
は
ま
花
の
国
（
横
須

（
横
須

賀
）６
月
５
・

賀
）６
月
５
・
1212
日「
無
料
花

日「
無
料
花

摘
み
大
会
」。は
さ
み
持
参
。

摘
み
大
会
」。は
さ
み
持
参
。

☎
０
４
６
・
８
３
３
・
８
２
８
２

☎
０
４
６
・
８
３
３
・
８
２
８
２

▼
ベ
ゴ
ニ
ア
展

ベ
ゴ
ニ
ア
展
６
月
６
月
1414
〜

1919
日
▼
日
▼
夏
の
洋
ら
ん
展
・

夏
の
洋
ら
ん
展
・

ゆ
り
の
切
り
花
展

ゆ
り
の
切
り
花
展
2121
〜
2626

日
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船

植
物
園

植
物
園
☎
4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

▼
ヤ
マ
ユ
リ

ヤ
マ
ユ
リ

　

妙
音
寺

妙
音
寺（
三
浦
）６
月
下
旬

（
三
浦
）６
月
下
旬

〜
。
市
観
光
協
会
☎
０
４
６

〜
。
市
観
光
協
会
☎
０
４
６

･
８
８
８

８
８
８
･
０
５
８
８

０
５
８
８

苑
』
の
「
な
が
め
」
の
項
に

苑
』
の
「
な
が
め
」
の
項
に

は
「
物
思
い
に
ふ
け
る
」
と

は
「
物
思
い
に
ふ
け
る
」
と

い
う
解
説
も
み
ら
れ
ま
す
。

い
う
解
説
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

情
緒
と
は
別
に
多
雨
は
味

　

情
緒
と
は
別
に
多
雨
は
味

噌
、
醤
油
、
納
豆
、
酒
、
漬

噌
、
醤
油
、
納
豆
、
酒
、
漬

物
な
ど
発
酵
食
品
を
生
み
海

物
な
ど
発
酵
食
品
を
生
み
海

外
で
も
人
気
で
す
。

外
で
も
人
気
で
す
。

　

世
界
の
舌
も
満
足
さ
せ
る

　

世
界
の
舌
も
満
足
さ
せ
る

味
を
支
え
る
の
は
、
ま
さ
に

味
を
支
え
る
の
は
、
ま
さ
に

長
雨
そ
の
も
の
…
梅
雨
こ
そ

長
雨
そ
の
も
の
…
梅
雨
こ
そ

陰
気
な
暗
さ
だ
け
で
な
く
、

陰
気
な
暗
さ
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
し
を
潤
す
知
恵
と
心
も

暮
ら
し
を
潤
す
知
恵
と
心
も

届
け
て
く
れ
る
季
節
の
使
者

届
け
て
く
れ
る
季
節
の
使
者

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

▼
ア
ジ
サ
イ

ア
ジ
サ
イ

▽
明
月
院

明
月
院
☎
2424
・
３
４
３
７

・
３
４
３
７

▽
東
慶
寺

東
慶
寺
☎
2222
・
１
６
６
３

・
１
６
６
３

▽
浄
智
寺

浄
智
寺
☎
2222
・
３
９
４
３

・
３
９
４
３

▽
鎌
倉
宮

鎌
倉
宮
☎
2222
・
０
３
１
８

・
０
３
１
８

▽
妙
本
寺

妙
本
寺
☎
2222
・
０
７
７
７

・
０
７
７
７

▽
長
谷
寺

長
谷
寺
☎
2222
・
６
３
０
０

・
６
３
０
０

▽
光
則
寺

光
則
寺
☎
2222
・
２
０
７
７

・
２
０
７
７

▽
安
国
論
寺

安
国
論
寺
☎
2222
・
４
８
２

・
４
８
２

５
▽
５
▽
あ
じ
さ
い
公
園

あ
じ
さ
い
公
園
（
葉
（
葉

山
）
☎
０
４
６

山
）
☎
０
４
６
･
８
７
６

８
７
６
･

１
１
１
１
▽

１
１
１
１
▽
観
音
崎
公
園

観
音
崎
公
園

（
横
須
賀
）

（
横
須
賀
） 

☎
０
４
６

☎
０
４
６
･
８

４
３
４
３
･
８
３
１
６
▽

８
３
１
６
▽
八
景
島

八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
横
浜
）

（
横
浜
）

☎
０
４
５

☎
０
４
５
･
７
８
８

７
８
８
･
８
８
８
８

８
８
▽

８
８
▽
小
出
川

小
出
川
･
え
び
す
橋

え
び
す
橋

〜
大
黒
橋

〜
大
黒
橋
（
藤
沢
）
６
月

（
藤
沢
）
６
月
1919

日
「
遠
藤
あ
じ
さ
い
ま
つ

日
「
遠
藤
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
遠
藤
市
民
セ
ン
タ
ー
☎

り
」
遠
藤
市
民
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
６
６
・

０
４
６
６
・
8787
・
３
０
０
９

・
３
０
０
９

▼
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ア
ヤ
メ

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ア
ヤ
メ

▽
海
蔵
寺

海
蔵
寺
☎
2222
・
３
１
７
５

・
３
１
７
５

▽
長
谷
寺

長
谷
寺
▽
東
慶
寺

東
慶
寺
▽
明
月
院

明
月
院

▽
横
須
賀
し
ょ
う
ぶ
園

横
須
賀
し
ょ
う
ぶ
園
☎
０
☎
０

４
６
・
８
５
３
・
３
６
８
８

４
６
・
８
５
３
・
３
６
８
８

▽
せ
せ
ら
ぎ
公
園

せ
せ
ら
ぎ
公
園（
二
宮
町
）

（
二
宮
町
） 

☎
０
４
６
３
・

☎
０
４
６
３
・
7171
・
３
３
１
１

・
３
３
１
１

▼
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

▽
海
浜
自
然
生
態
園

海
浜
自
然
生
態
園
（
茅
ヶ

（
茅
ヶ

崎
市
汐
見
台
）

崎
市
汐
見
台
）・
辻
堂
海
岸

・
辻
堂
海
岸

（
藤
沢
）県
藤
沢
土
木
事
務
所

（
藤
沢
）県
藤
沢
土
木
事
務
所

梅
の
実
が
梅
雨
を
呼
ぶ
…

梅
の
実
が
梅
雨
を
呼
ぶ
…

　

日
本
に
は
雨
季
・
乾
季
が

　

日
本
に
は
雨
季
・
乾
季
が

な
く
、
四
季
を
通
じ
雨
は
降

な
く
、
四
季
を
通
じ
雨
は
降

り
ま
す
。
春
は
梅
霖
、
夏
は

り
ま
す
。
春
は
梅
霖
、
夏
は

白
雨
、
秋
は
秋
霖
、
冬
は
時

白
雨
、
秋
は
秋
霖
、
冬
は
時

雨
な
ど
季
語
が
多
彩
な
の

雨
な
ど
季
語
が
多
彩
な
の

は
、
雨
の
多
さ
が
分
か
り
ま

は
、
雨
の
多
さ
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
背
景
に
は
四
面
を

す
。
こ
の
背
景
に
は
四
面
を

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
列
島
の

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
列
島
の

地
形
と
春
秋
に
吹
く
季
節
風

地
形
と
春
秋
に
吹
く
季
節
風

の
影
響
に
よ
り
ま
す
。

の
影
響
に
よ
り
ま
す
。

　

そ
の
海
か
ら
蒸
発
す
る
湿

　

そ
の
海
か
ら
蒸
発
す
る
湿

気
が
梅
雨
を
生
み
ま
す
。
そ

気
が
梅
雨
を
生
み
ま
す
。
そ

の
「
梅
雨
」
の
語
源
は
梅
の

の
「
梅
雨
」
の
語
源
は
梅
の

実
が
「
つ
は
る
（
熟
す
）
」

実
が
「
つ
は
る
（
熟
す
）
」

が
「
つ
ゆ
」
に
な
っ
た
と

が
「
つ
ゆ
」
に
な
っ
た
と

か
、
ま
た
物
が
カ
ビ
る
「
つ

か
、
ま
た
物
が
カ
ビ
る
「
つ

ひ
ゆ
（
そ
こ
な
わ
れ
る
）
」

ひ
ゆ
（
そ
こ
な
わ
れ
る
）
」

に
由
来
す
る
と
か
諸
説
あ
り

に
由
来
す
る
と
か
諸
説
あ
り

ま
す
。
古
く
は
梅
雨
よ
り

ま
す
。
古
く
は
梅
雨
よ
り

「
さ
み
だ
れ
」
が
使
わ
れ
ま

「
さ
み
だ
れ
」
が
使
わ
れ
ま

し
た
。
「
さ
み
だ
れ
」
の
サ

し
た
。
「
さ
み
だ
れ
」
の
サ

は
皐
月
（
さ
つ
き
）
、
「
み

は
皐
月
（
さ
つ
き
）
、
「
み

だ
れ
」
は
水
垂
で
、
こ
の
雨

だ
れ
」
は
水
垂
で
、
こ
の
雨

は
田
植
え
仕
事
を
促
す
シ
グ

は
田
植
え
仕
事
を
促
す
シ
グ

ナ
ル
で
す
。
一
方
、
雨
を
眺

ナ
ル
で
す
。
一
方
、
雨
を
眺

め
暮
ら
す
日
々
か
ら
〝
長

め
暮
ら
す
日
々
か
ら
〝
長

雨
〞
が
〝
眺
め
〞
へ
転
じ
、

雨
〞
が
〝
眺
め
〞
へ
転
じ
、

日
本
独
特
の
ウ
エ
ッ
ト
な
情

日
本
独
特
の
ウ
エ
ッ
ト
な
情

感
も
育
み
、
さ
ら
に
『
広
辞

感
も
育
み
、
さ
ら
に
『
広
辞

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

込
。
入
園
料
３
６
０
円
。
☎

込
。
入
園
料
３
６
０
円
。
☎

4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
あ
じ
さ
い
と
海
・
寺
・

あ
じ
さ
い
と
海
・
寺
・

神
社
の
競
演

神
社
の
競
演
６
月
６
月
1313
・
1414
・

1616
・
2020
日
鎌
倉
駅
西
口
。
長

日
鎌
倉
駅
西
口
。
長

谷
寺
な
ど
。
▽

谷
寺
な
ど
。
▽
あ
じ
さ
い
と

あ
じ
さ
い
と

歴
史
の
散
策

歴
史
の
散
策
inin
金
沢
八
景

金
沢
八
景
1515

・
1717
日
金
沢
八
景
駅
改
札
口

日
金
沢
八
景
駅
改
札
口

前
。
龍
華
寺
な
ど
。
▽

前
。
龍
華
寺
な
ど
。
▽
早
雲
早
雲

ゆ
か
り
の
古
刹
で
曹
洞
坐
禅

ゆ
か
り
の
古
刹
で
曹
洞
坐
禅

と
法
話

と
法
話
７
月
４
・
６
日
大
船

７
月
４
・
６
日
大
船

駅
南
改
札
。
天
嶽
院
。
▽

駅
南
改
札
。
天
嶽
院
。
▽
鎖

大
師
の
御
心
に
触
れ
先
祖
を

大
師
の
御
心
に
触
れ
先
祖
を

偲
ぶ
偲
ぶ
７
月
５
・
７
・
８
・

７
月
５
・
７
・
８
・
1111

日
大
船
駅
南
改
札
。
青
蓮
寺

日
大
船
駅
南
改
札
。
青
蓮
寺

な
ど
。
各
５
百
円
（
交
通
費

な
ど
。
各
５
百
円
（
交
通
費

・
拝
観
料
別
）
。ハ
ガ
キ
か

・
拝
観
料
別
）
。ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  

で
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
。

で
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
。

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎
2424
・
６
・
６

５
４
８

５
４
８
℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
歌
の
サ
ロ
ン

歌
の
サ
ロ
ン

　

６
月

　

６
月
1515
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。千

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。千

円
。古
川
方
☎

円
。古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
６
月
６
月
1818
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

▽
山
歩
き

山
歩
き
1919
日
９
時
、
山
ノ

日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎

月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
６
月
６
月
2424
日

９
〜
９
〜
1515
時
。
雑
貨

時
。
雑
貨
･
衣
類
衣
類
･

手
造
り
品
な
ど
約

手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
▽

店
。
▽

骨
董
市

骨
董
市
2525
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
出

時
。
出

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

０
･
５
４
４
２

５
４
４
２
･
３
７
７
８

３
７
７
８

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

▽

　

▽
ア
ジ
サ
イ
咲
く
鎌
倉
の

ア
ジ
サ
イ
咲
く
鎌
倉
の

散
歩
道

散
歩
道
６
月
６
月
2525
日
８
時

日
８
時
5050

分
、
鎌
倉
駅
西
口
。
５
百

分
、
鎌
倉
駅
西
口
。
５
百

円
。
▽

円
。
▽
1010
㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

ー
ク
ー
ク
７
日
大
町
の
や
ぐ
ら
群

７
日
大
町
の
や
ぐ
ら
群

を
眺
め
て
逗
子
へ
、

を
眺
め
て
逗
子
へ
、
2121
日
鎌
日
鎌

倉
の
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
。
▽

倉
の
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
。
▽

５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク

５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク
2828

日
鎌
倉
の
ハ
ス
。９
時

日
鎌
倉
の
ハ
ス
。９
時
5050
分
、
分
、

鎌
倉
駅
西
口
。２
百
円
。☎
０

鎌
倉
駅
西
口
。２
百
円
。☎
０

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

　

６
月

　

６
月
2424
〜
2626
日
、
鎌
倉
生

日
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
同
学
習

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
同
学
習

セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
の
活
動

セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
の
活
動

発
表
。

発
表
。

鎌
倉
で
映
画
と
共
に
歩
む
会

鎌
倉
で
映
画
と
共
に
歩
む
会

☎
2323
・
３
９
３
５
）
、フ
ル
ー

・
３
９
３
５
）
、フ
ル
ー

ト
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
、

ト
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
、

朗
読
な
ど
。

朗
読
な
ど
。2525
日
は
詩
吟
や

日
は
詩
吟
や

軽
音
楽
の
演
奏
な
ど
。

軽
音
楽
の
演
奏
な
ど
。
2626
日

は
合
唱
、
か
ま
く
ら
ジ
ュ
ニ

は
合
唱
、
か
ま
く
ら
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ト
リ
ン
グ
ス
や
湘
南
打

ア
ス
ト
リ
ン
グ
ス
や
湘
南
打

々
鼓
の
演
奏
な
ど
。
ロ
ビ
ー

々
鼓
の
演
奏
な
ど
。
ロ
ビ
ー

で
活
動
紹
介
と
バ
ザ
ー
も
。

で
活
動
紹
介
と
バ
ザ
ー
も
。

同
セ
ン
タ
ー
☎

同
セ
ン
タ
ー
☎
2525
・
２
０
３
０

・
２
０
３
０

　

2424
日
は
日
は

映
画
会

映
画
会

（「
沖
縄

「
沖
縄

う
り
ず
ん

う
り
ず
ん

の
雨
」

の
雨
」
前

売
千
円
。

売
千
円
。

加賀梅鉢加賀梅鉢

「
沖
縄
う
り
ず
ん
の
雨
」

「
沖
縄
う
り
ず
ん
の
雨
」

季
節
の
心

季
節
の
心

梅
雨
空
を
仰
い
で

梅
雨
空
を
仰
い
で佐

伯　

仁

佐
伯　

仁

①

市
民
団
体
の
活
動
紹
介
、
バ
ザ
ー
な
ど

市
民
団
体
の
活
動
紹
介
、
バ
ザ
ー
な
ど

第
3333
回　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

回　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

湘
南
の
花
名
所

湘
南
の
花
名
所

見
頃
を
迎
え
る
ア
ジ
サ
イ
、ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど

見
頃
を
迎
え
る
ア
ジ
サ
イ
、ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど

第81回 円覚寺夏期講座第81回 円覚寺夏期講座

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町
販
売

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町
販
売

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

 

☎

 

☎
2222
―
３
２
３
６

―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

 

☎

 

☎
2222
―
１
０
０
４

―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

　
　
　

山
ノ
内
七
四
八

　
　
　

山
ノ
内
七
四
八

 

☎

 

☎
4545
―
４
５
０
９

―
４
５
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

 

☎

 

☎
3131
―
１
４
４
４

―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎

 

☎
4646
―
６
０
６
８

―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2222
―
７
４
０
９

―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
桜
が
岡
三
―
六
―
一
八

　

藤
沢
市
鵠
沼
桜
が
岡
三
―
六
―
一
八

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2525
―
７
１
１
０

―
７
１
１
０

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
片
瀬

Ａ
Ｓ
Ａ
片
瀬

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

　

逗
子
市
沼
間
一
―
四
―
四

　

逗
子
市
沼
間
一
―
四
―
四

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
６
８
４
５

０
４
６
―
８
７
１
―
６
８
４
５

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　

三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

　

三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　

横
浜
市
金
沢
区
六
浦
一
―
二
一
―
一
三

横
浜
市
金
沢
区
六
浦
一
―
二
一
―
一
三

 

☎

 

☎
０
４
５
―
７
８
２
―
２
８
５
９

０
４
５
―
７
８
２
―
２
８
５
９

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　

横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

　

横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

２０１６年（平成２８年）６月１日 第447号1部　108円（７）


